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カ ー ル ・ シ ュ ピ ッ ツ ヴ ェ ー ク

ビ ー ダ ー マ イ ヤ ー の 画 家

向 山 毅

要 旨

カ ール ・シ ュ ピ ッツ ヴ ェー クは ドイ ツで最 も愛 され て い る国 民 的 画 家 で あ る が、 日本 で は ほ と

ん ど知 られ て い ない 。 シ ュ ピ ッ ツ ヴ ェー クは ビ ー ダ ーマ イ ヤ ー の画 家 といわ れ て お り、19世 紀 前

半 の ドイ ツ の古 き よ き時 代 の情 景 を ユ ー モ ア とペ ー ソス を 持 っ て描 い て い る。 彼 の生 涯 と主 な 作

品 お よび そ の 世 界 に つ い て 述 べ る。

キ ー ワ ー ド=シ ュ ピ ッツ ヴ ェ ー ク、 ビ ー ダ ーマ イ ヤ ー、 画 家 、 ドイ ツ美 術

1は じめに

外 国 を 旅 行 す る と きの 楽 しみ の 一 つ が そ れ まで 知 らな か った 画 家 とそ の 作 品 に 出会 え る こ と

で あ る。 カ ール ・シ ュ ピ ッツ ヴ ェー ク(CarlSpitzwegl808-1885)と の 出会 い もそ の よ うに

して 始 ま った 。1976年 の こ とで あ る。 西 独(当 時)の フ ライ ブル グで 開 催 され る国 際 会 議 に 出

席 す るた め 、 大 学 や 研 究 所 の 知 人 ・友 人 を 訪 問 しな が ら フ ラ ンク フル ト、 ダル ム シ ュ タ ッ ト、

ハ イ デル ベ ル グ と ライ ン川 沿 い に 南 下 して い た 。 暇 が で き る と各 地 の 美 術 館 を 訪 れ て い た が 、

そ ん な と き一 人 の 気 に な る画 家 が あ った 。 最 初 に 目に 付 い た の は そ の 空 間 表 現 で あ った 。 画 面

は 横 に 広 が るの で は な くて 、 縦 に 上 下 に 伸 び て い る。 しか し外 へ 向 か って 発 散 して い るの で は

な くて 、 絵 の 中 央 の 人 物 な どを 包 み 込 む よ うに 安 定 した 空 間 を 作 って い る。 次 に 目を 引 い た の

は 絵 の か も し出す 暖 か な 雰 囲 気 で あ る。 眺 め て い る と心 地 よい 気 分 が 感 じられ 、 日向 ぼ っ こを

して い る よ うな の どか な 気 分 に な る。 時 間 まで もゆ っ く りと流 れ て い る よ うだ 。 さ らに 思 わ ず

微 笑 ん で しま うよ うな ユ ー モ ア とほ の か な ペ ー ソスが に じみ 出て い る。 決 して 非 常 に 感 動 を 覚

え る よ うな 絵 で は な い が 、 な に か 魅 力 が 感 じられ て 画 家 の 名 前 を 記1意 した 。

フ ライ ブル グの 書 店 で この 画 家 の 画 集 を 見 つ け る こ とが で きた[1]。 シ ュ ピ ッツ ヴ ェ ー クは 日

本 で は あ ま り知 られ て い な い が 、 ドイ ツで は 最 も愛 され て い る画 家 で あ った 。 そ の 後 ドイ ツの

い ろん な と こ ろで 彼 の 絵 と 出会 う機 会 が あ った し、 また 京 都 の古 書 店 で 偶 然 に 彼 の古 い 画 集[2]

を 発 見 し、 ます ます 彼 の 絵 に 興 味 を 持 つ よ うに な った 。 ドイ ツの 画 家 とい え ば 、 デ ュ ー ラ ーや
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グ リュ ー ネ ヴ ァル ト、 ホル バ イ ン、 フ リー ドリ ッヒな どの 名 前 が 思 い 出 され る。 シ ュ ピ ッツ ヴ

ェ ー クは これ らの 画 家 と比 べ る と決 して 偉 大 な 画 家 とは 言 え な い 。 だ が シ ュ ピ ッツ ヴ ェ ー クの

絵 に は 彼 ら と 同様 に ドイ ツの 民 衆 に 愛 され る何 か が あ る もの と思 わ れ る。

シ ュ ピ ッツ ヴ ェ ー クは ビー ダ ー マイ ヤ ーの 画 家 とい わ れ て い る。 そ れ は どん な 時 代 だ った の

だ ろ うか?ビ ー ダ ーマ イ ヤ ー(Biedermeier)と は19世 紀 前 半 の ドイ ツや オ ー ス ト リア で の 市

民 文 化 を 表 す 言 葉 で 、 文 学 ・家 具 ・服 飾 ・絵 画 な どを 語 る とき に用 い られ て い る[3-5]。 フ ラ ン

ス革 命 と ナ ポ レオ ンの 台 頭 で 力 を 得 た か に 思 え た 市 民 階 級 は ウ ィー ン会 議 で の メ ッテル ニ ヒに

よ る王 政 復 古 と 旧体 制 の 復 活 に 期 待 を 裏 切 られ 、 検 閲 制 度 に よ る言論 弾 圧 の 下 で 政 治 や 社 会 へ

の 関 心 を 失 って い った 。 人 々は 理 想 主 義 的 や 観 念 的 な もの に 反 発 し、 日常 的 で 平 凡 な もの に 興

味 を 持 つ よ うに な った 。 こ う した 小 市 民 的 な 風 潮 が 盛 ん で あ った 期 間 、 ウ ィー ン会 議 の 開 か れ

た1815年 か ら1848年 に 三 月 革 命 が 起 こ って メ ッテル ニ ヒが ロン ドンに 亡 命 す る まで の33年 間 を

ビー ダ ー マイ ヤ ー時 代 とい う。

ビ ー ダ ー マ イ ヤ ー と い う言 葉 は も と も とは ドイ ツ語 で 「愚 直 な 」 を 意 味 す る ビ ー ダ ー

(bieder)と も っ と もあ りふ れ た 姓 で あ る マイ ヤ ーを 合 成 して作 り上 げ られ て た架 空 の 人 名 で

あ る。 生 み の 親 は 判 事 で ユ ー モ ア詩 人 で も あ った ル ー トヴ ィ ッ ヒ ・ア イ ヒ ロ ッ ト(Ludwig

Eichrodt)で あ る と され て い るが 、実 は彼 の ハ イ デ ル ベ ル グ大 学 時 代 の友 人 で 医者 の ア ドル フ ・

ク ス マ ウル(AdolfKussmaul)で あ る ら しい1も クス マ ウルが 田舎 の友 人 の家 で村 の学 校 の 先

生 で あ ったS.F.ザ ウ タ ー の詩 集 を発 見 した。 そ の あ ま りに 素 朴 で 俗 物 的 な作 品 に ユ ーモ アを

感 じた クス マ ウル は アイ ヒ ロ ッ トた ち と似 た よ うな ス タイ ル で 詩 を 作 り始 め た 。1854年 か ら57

年 にか け て ミ ュ ンヘ ン で発 行 され て い る 風 刺 雑 誌rフ リー ゲ ンデ ・ブ レ ッタ ー』(Fliegende

Blatter)に ア イ ヒ ロ ッ トとそ の仲 間 た ち の詩 が 掲 載 され 、 クス マ ウル は ザ ウ タ ーの 名 前 を ビ ー

ダ ー マイ ヤ ーに 変 え て 、 そ の 詩 に つ い て の エ ッセ イ を 発 表 して い る。 アイ ヒ ロ ッ トは1869年 に

「拝 情 詩 に よ る カ リカチ ュ ア』 とい うア ン ソ ロジ ーで ビ ー ダ ー マイ ヤ ー調 の 詩 を 多 く採 用 した 。

この よ うに して 村 の 教 師 で 好 情 詩 人 「ゴ ッ トリー プ ・ビ ー ダ ーマ イ ヤ ー」が 誕 生 した 。また ビ ー

ダ ー マイ ヤ ー とい う言 葉 は1848年 に 同 じrフ リー ゲ ン デ ・ブ レ ッタ ー』 誌 に 掲 載 され た シ ェ ッ

フ ェル(J.V.vonScheffel)の 詩 に 登 場 す る二 人 の愚 直 な人 物 ビー ダー マ ン(Biedermann)

と ブル メ ル マ イ ヤ ー(Brummelmaier)の 名 前 か らア イ ヒ ロ ッ トに よっ て合 成 され た とい う説

もあ る。

そ の 後 ビー ダ ー マイ ヤ ーは ナ ポ レオ ンへ の 解 放 戦 争 の 勝 利 と三 月 革 命 の 間 の 平 和 で穏 や か な

時 期 、 政 治 的 に は保 守 的 で あ り抑 圧 され て い た が 、 市 井 の 人 々に と って は 「気 持 ち の よい 」

(gemUtlich)時 代 の文 化 様 式 を 表 す 言 葉 に な って い った 。 最 初 は家 具 調 度 に つ い て用 い られ 、

簡 素 で 実 用 的 な ス タイ ル は ビー ダ ー マイ ヤ ー様 式 と呼 ば れ た 。 絵 画 に 関 して は1913年 に ハ ー マ

ン(R.Hamann)が 『十 九 世 紀 の ドイ ツ絵 画 』(DiedeutscheMalereiim19Jahrhundert)で
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初 め て 使 用 した 。 この 時 代 は18世 紀 末 か ら19世 紀 初 頭 に 活 躍 した カス パ ール ・ダ ヴ ィ ッ ト ・ブ

リー ド リ ッ ヒ(CasparDavidFriedrich1774-1840)や フ ィ リ ップ ・オ ッ トー ・ル ン ゲ

(PhilippOttoRunge1777-1810)な ど の ドイ ツ ロマ ン派[6・7]と19世 紀後 半 の リア リズ ムの 間

を 橋 渡 しを す る役 割 を 果 た して い て 、 後 期 ロマ ン派 と呼 ば れ る こ と もあ る。 しか しビ ー ダ ー マ

イ ヤ ー の 画 家 と して 通 常 取 り上 げ られ る の は リ ヒ タ ー(RudwigRichter)や シ ュ ヴ ィ ン ト

(MoritzvonSchwind)な どで シ ュ ピ ッツ ヴ ェ ー クは そ の 他 の 画 家 の 一 人 と して 簡 単 に 述 べ ら

れ るだ け で あ る2-4も

この よ うに マイ ナ ーな 画 家 の 一 人 で しか な い シ ュ ピ ッツ ヴ ェ ー クの 絵 が 多 くの 人 々に 愛 され

て い るの は 、 作 品 の 芸 術 的 価値 を 超 え て ドイ ツの 人 た ちの 心 を 打 つ 何 か が あ るた め で あ ろ う。

彼 の 絵 で 最 も有 名 な もの は 「貧 しい 詩 人 」 で あ る。 この 絵 は い ろん な 印 刷 物 に 用 い られ 、 また

多 くの家 庭 で壁 を飾 って い る。 シ ュ ピ ッ ツ ヴ ェ ー クの生 誕200年 に あ た る2008年 に は 「貧 しい

詩 人 」 の 絵 の 記 念 切 手 が 販 売 され た 。

現 在 で は わ が 国 で もイ ン タ ーネ ッ トを 通 じて 「貧 しい 詩 人 」 な ど有 名 な 絵 の ポス タ ーを 購 入

で き る し、 ドイ ツ旅 行 に 行 った と きに ミュ ンヘ ンな どの 美 術 館 で シ ュ ピ ッツ ヴ ェ ー クの 絵 を 見

て 興 味 を 持 った 人 も 多い 。また シ ュ ピ ッ ツ ヴ ェー クにつ い て はわ が 国 で は神 林 恒 道 が 論 文[8-10]

を 発 表 して お り、 最 近 に な って 池 内紀 が エ ッセ イ集 の 中 で 述 べ て い る[11]。 しか しまだ 日本 で

は シ ュ ピ ッツ ヴ ェ ー ク とい う画 家 は ほ とん ど知 られ て い な い と言 って も よい 。

2シ ュピッツヴ ェークの生涯

シ ュ ピ ッツ ヴ ェ ー クの 生 涯 に つ い て は 彼 の ホ ー ムペ ー ジ[12]に詳 し く記 され て い る。カ ール ・

シ ュ ピ ッ ツ ヴ ェ ー クは1808年 に ミュ ンヘ ン郊 外 の 村 で 生 ま れ た 。 彼 の 父 ジ ー モ ン(Simon

Spitzweg)は こ の 村 の 出 身 で 、 一 族 は こ の 土 地 で 財 産 を 築 い て い た 。 母 の フ ラ ン ジ ス カ

(Franziska、 旧姓Schmutzer)は 富 裕 な穀 物 卸 売 商 の娘 で 、 ミ ュ ンヘ ンの市 民 階 級 に属 して

い た 。

父 ジ ー モ ンは 成 功 した 商 人 で あ り、1804年 に ミュ ンヘ ンの 市 民 権 を 得 て い る。 同 じ年 に 彼 は

結 婚 し、 相 続 した 財 産 と妻 の 持 参 金 を 元 手 に 麻 、 羊 毛 、 絹 、 綿 な どを 取 り扱 う商 会 を 設 立 した 。

これ に よ って 彼 の ミュ ンヘ ンに お け る社 会 的 地 位 は 確 立 し、 市 議 会 議 員 や 議 長 を 務 め 、 バ イ エ

ル ン州 議 会 の ミュ ンヘ ン代 表 に まで 選 出 され て い る。 この よ うに 強 力 な 父 親 を 持 った こ とが 、

シ ュ ピ ッツ ヴ ェ ー クの 前 半 生 に 大 きな 影 響 を 与 え た 。

シ ュ ピ ッツ ヴ ェ ー ク家 に は3人 の 息 子 が い た 。 父 親 は 彼 らが そ れ ぞ れ 別 の 職 業 に つ くよ うに

準 備 して い た 。 長 男 の ジ ーモ ン(Simonl805年 生 まれ)は 将 来 は 父 親 の会 社 を 引 き継 ぎ 、 次

男 の カ ール は薬 剤 師 に、 弟 の エ ド ゥアル ト(Eduard1811年 生 まれ)は 医 者 に な る こ とを予 定
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され て い た 。 父 親 の 考 え で は 、 こ うす れ ば 兄 弟 が 互 い に 協 力 で き るは ず で あ った 。 息 子 た ちに

は 選 択 の 自 由は な く、 この 計 画 に 反 対 す る こ とな ど許 され な か った 。

カ ール は 芸 術 に 興 味 を 持 って い た が 、 父 親 に は ま った く認 め られ る こ とな く、 母 親 が 理 解 を

示 して い た だ け で あ った 。 父 は 教 養 が 財 産 と名 声 へ の 基 礎 とな る もの と考 え て お り、 息 子 た ち

が よい 学 校 教 育 を 受 け られ る よ う気 遣 って い た 。 父 の 路 線 に 従 って カ ール は10歳 に な る と、 ラ

テ ン語 の 準 備 学 校 に 入 学 した 。

彼 は 学 校 生 活 に は 満 足 して い た が 、 母 に 多 くの 点 で 助 け られ て の こ とで あ った 。 しか しそ の

母 が1819年 に 原 因 不 明の 病 気 で 突 然 に 死 亡 した 。 この こ とは 彼 に と って 大 きな 打 撃 で あ った 。

さ らに 父 は 同 じ年 に 母 の 妹 と再 婚 す る。 父 に 従 順 で あ った カ ール は ギ ム ナ ジ ウ ムを 終 了 した 後 、

1825年 に バ イ エ ル ンの 宮 廷 薬 局 に 見 習 い と して 入 った 。 見 習 い 期 間 を 終 え た 後 は 、 助 手 と して

宮 廷 薬 局 で 働 きな が ら、 ミュ ンヘ ン大 学 に 入 学 して 薬 学 、 植 物 学 、 鉱 物 学 、 化 学 、 物 理 学 な ど

を 勉 強 す る。 この と き彼 を 大 きな 不 幸 が 襲 った 。1828年 に 父 が 、 翌年 に は エ ジ プ トの カイ ロで

商 人 と して 活 躍 して い た 兄 が ペ ス トの た め に 死 ん だ 。 そ の た め に 弟 の エ ドゥアル トが 父 の 会 社

を 引 き継 ぐこ とに な った 。 父 親 が 息 子 た ちの た め に 準 備 した 将 来 計 画 は 完 全 に 狂 って しま った

の で あ る。

しか しカ ール は 依 然 と して 父 の 希 望 して い た 薬 剤 師 へ の 道 を 進 む 。1829年 に 助 手 の 仕 事 が 終

了 し、 ドナ ウ河 畔 の 町 ス トラ ウ ビ ン グ(Straubing)の 薬 局 で一 年 間働 い た 。 こ の町 で彼 は 素

人 劇 団 に 端 役 と して 参 加 し、 舞 台 監 督 も勤 め た 。 演 劇 へ の 興 味 は 子 供 時 代 に 母 か ら受 け 継 い だ

もの で あ った 。 彼 は 劇 場 で 多 くの 友 人 を 作 り、 演 劇 に つ い て の 趣 味 は 生 涯 に わ た って 続 い た 。

1831年 に継 母 は商 人 で あ る ノ イ エ ル ト(HermannNeuerudt)と 再 婚 した。 カ ール は この 人 と

は 馬 が 合 った よ うで 、 一 緒 に 旅 行 した り して い る し、 ノイ エ ル トは カ ール の 財 政 上 の 相 談 役 と

な った 。

1832年 カ ール は 優 秀 な 成 績 で ミュ ンヘ ン大 学 で 薬 学 修 士 の 学 位 を 得 た 。 そ の 直 後 一 ヶ月 間 ボ

ロー ニ ャ、 フ ィ レン ツ ェ、 ロー マ、 ナ ポ リな どイ タ リアに 旅 行 に 出か け る。 こ こで も また 演 劇

や 歌 劇 を 楽 しん だ よ うで 、 舞 台 の ス ケ ッチ な どを 弟 に 書 き送 って い る。 この イ タ リア旅 行 が 後

に 画 家 とな る決 心 を す る際 に 重 要 な 役 割 を 果 た して い る。

1833年 シ ュ ピ ッツ ヴ ェ ー クは チ フ スに か か り、 温 泉(BadSulz)に 病 気療 養 で 滞 在 して い る

と きに 薬 剤 師 と して の 経 歴 を 放 棄 して 画 家 を 主 な 職 業 に す る こ とを 決 心 す る。 そ れ は この 頃 父

の 遺 産 の 相 続 分 が 確 定 した こ と と関 係 して い る。 彼 の 決 心 は 家 族 た ちか ら も支 持 され た よ うで

あ る。

シ ュ ピ ッツ ヴ ェ ー クは 絵 画 に つ い て の 専 門 教 育 は 受 け て お らず 、 特 定 の 師 もな い 独 学 者 で あ

った 。 当 時 ミュ ンヘ ンの 美 術 界 で は コル ネ リウ ス(PetervonCornelius)を 学 長 とす る ア カデ

ミーが 隆 盛 を 誇 って い た 。 コル ネ リウ スは イ タ リア初 期 ル ネ ッサ ンス の 歴 史 的 宗 教 絵 画 へ の 復
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活 を 目指 して い た ナザ レ派 の 中 心 人 物 で 、 ミュ ンヘ ン美 術 ア カ デ ミーの 学 長 に 就 任 す る と、 バ

イ エ ル ン地 方 の 風 景 や 都 市 で の 市 民 の 日常 生 活 を 題 材 に した 自然 主 義 的 な 絵 画 を ア カデ ミーか

ら追 放 して し ま った5も 硬 直 した ア カデ ミー の運 営 に反 抗 した 画 家 た ち は 自分 た ち の作 品 を 発

表 す るた め に1823年 に ドイ ツで 最 初 の 美 術 協 会 を 結 成 して い た 。 シ ュ ピ ッツ ヴ ェ ー クは ア カデ

ミー とは ま った く関 係 な か った が 、 幸 運 な こ とに ア カデ ミーに 背 を 向 け た 画 家 た ちの 間 に 友 人

を 見 つ け る こ とが で きた 。

一 方 で シ
ュ ピ ッツ ヴ ェ ー クは 経 済 的 な 不 安 を 解 消 して 自 由に 芸 術 活 動 に 打 ち込 め る よ うに 、

義 父(継 母 の 夫)ノ イ エ ル トと共 同で 金 融 業 を 営 ん で い る。 さ らに 自分 の 絵 を 売 るた め の 販 売

戦 略 を た て た 。 ヨ ー ロ ッパ 各 地 の 美 術 協 会 に 絵 を 供 給 し、 そ こで 購 入 で き る よ うな シス テ ムを

作 って い る。 この よ うな 活 動 の か た わ ら シ ュ ピ ッツ ヴ ェ ー クは 芸 術 作 品 を 生 産 し続 け て 行 った 。

この こ ろ彼 は ヨ ー ロ ッパ の 各 地 を 頻 繁 に 旅 行 して い る。 た とえ ぽ1834年 に は 二 度 も ヴ ェネ チ ア

を 訪 問 して い る。 こ う した 旅 行 の つ ど新 しい ス ケ ッチ や 油 絵 の 習 作 を 持 ち帰 った 。1835年 に は

ミュ ンヘ ン美 術 協 会 の 会 員 とな って い る。

1836年 に ミ ュンヘ ンで コ レラが 繰 り返 し発 生 した 。 これ を 避 け て シ ュ ピ ッツ ヴ ェ ー クは 郊 外

の 村 に 逃 れ 、 ミュ ンヘ ンに 戻 った の は 翌年 に な って か らで あ る。 この1837年 に 彼 の 最 も有 名 な

作 品 「貧 しい 詩 人 」 の 最 初 の ヒ ン トが 得 られ た 。 この 絵 は1839年 の 美 術 協 会 に 出品 され た が 審

査 員 に は 不 評 で あ った 。1838年 に は シ ュ ピ ッツ ヴ ェ ー クは8枚 の 絵 を 売 り、 自分 の 絵 の 販 売 カ

タ ログを 制 作 し始 め た 。

1844年 に も シ ュ ピ ッツ ヴ ェ ー クは ヨ ー ロ ッパ の 多 くの 土 地 を 旅 行 した が 、 ミュ ンヘ ンに 戻 っ

て か ら雑 誌 「フ リー ゲ ンデ ・ブ ラ ッタ ー 』 の 挿 絵 画 家 とな る。 こ の雑 誌 は こ の年 に ブ ラ ウ ン

(KasperBraun)に よ っ て創 刊 され た 風 刺 雑 誌 で、 上 に 述 べ た よ うに ビ ー ダ ー マ イ ヤ ー とい

う言 葉 が 初 め て 使 わ れ た の も この 雑 誌 上 で あ った 。 しか しシ ュ ピ ッツ ヴ ェ ー クは1853年 の コ レ

ラの 流 行 で この 雑 誌 に 寄 稿 す る こ とを や め て い るの で 、 アイ ヒ ロ ッ トた ちの 詩 が 掲 載 され た と

きに は この 雑 誌 とは 関 係 な か った 。

同 じ1844年 に シ ュ ピ ッツ ヴ ェー クは シ ュラ イ ヒ(EduardSchleich)と 知 り合 い に な る。4歳

年 下 の シ ュ ライ ヒは ク ール ベ な どの フ ラ ン ス写 実 主 義 を ドイ ツに 紹 介 した 風 景 画 家 で 、 シ ュ ピ

ッツ ヴ ェ ー クの 風 景 画 に 影 響 を 与 え た 。 二 人 は チ ロル 渓 谷 や トリエ ス テ、 ライ バ ッハ な どに 一

緒 に 旅 行 して い る。1847年 に は シ ュ ピ ッツ ヴ ェ ー クに と って 大 きな 出来 事 が あ った 。 ビ ー ダ ー

マイ ヤ ーを 代 表 す る画 家 シ ュ ヴ ィン トと音 楽 会 で 出会 った の だ 。 彼 らは そ の 後 よ き友 人 とな っ

た 。 シ ュヴ ィン トは 夢 と幻 想 の 世 界 を 描 い た 叙 情 的 な 絵 画 と歴 史 的 な 情 景 を 主 題 とす る壁 画 で

有 名 で あ った 。 ヴ ァル トブル グ城 の 壁 画 を 描 い た こ とで も よ く知 られ て い る。 また 彼 は ウ ィ ー

ン生 まれ で 、 若 い 時 代 に は 音 楽 家 フ ラ ン ツ ・シ ュ ーベ ル トの 友 人 で あ った 。 シ ュ ピ ッツ ヴ ェ ー

グは シ ュ ヴ ィ ン トの 作 品 で の 細 密 描 写 と 自 由な 色 彩 の 統 一 に 感 心 して お り、夜 景 画 を 描 くと き
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に 大 きな 影 響 を 受 け た 。1849年 に は プ ラハ を 訪 れ 、 チ ェ コの 画 家 た ち と交 流 した 。

彼 の 旅 行 で の 経 験 、 特 に ヴ ェネ チ アへ 旅 は 彼 の 創 作 活 動 に 重 要 な 役 割 を 果 た して い る。 そ う

した 中 で1851年 の 旅 は 特 別 に 実 りの 多 い もの で あ った 。 彼 は シ ュ ライ ヒや 弟 の エ ドゥアル トた

ち と一 緒 に パ リの 産 業 博 覧 会 と第 一 回 ロン ドン万 国 博 覧 会 を 訪 れ た 。 そ こで 彼 は ク ール ベ 、

ドラ ク ロアや バ ル ビ ゾン派 の 画 家 の 作 品 に 触 れ て 、 ミュ ンヘ ンの 復 古 的 な 風 潮 に埋 もれ て い る

間 に 国 際 的 な 美 術 の 発 展 か ら取 り残 され て い る こ とを 自覚 した の で あ る。

1865年 に な る と シ ュ ピ ッツ ヴ ェ ー クは 静 脈 炎 の た め に これ まで の よ うに 旅 行 を しな くな った 。

この 年 彼 は バ イ エ ル ンの ミカエ ル 勲 章 を 授 与 され て い る。 しか しこれ は あ ま り彼 を 感 動 させ る

もの で は な か った ら しい 。 これ に 対 して 彼 は 「勲 章 とは 国 家 が そ の 権 威 を 示 す た め の もの で し

か な い 」 とい う意 味 の 一 編 の 詩 で 答 え た 。

コル ネ リウ スの 失 脚 の 後 ア カデ ミーに 風 景 画 部 門 が 復 活 し、1868年 に は シ ュ ピ ッツ ヴ ェ ー ク

は ミュ ンヘ ン美 術 ア カ デ ミーの 名 誉 会 員 に 推 挙 され た 。1871年 、 彼 は31枚 の 絵 を 販 売 して い る。

この よ うに して 彼 の 芸 術 は つ い に 認 め られ 、 彼 は 大 衆 の 寵 児 とな った 。

しか し1873年 と74年 に ミュ ンヘ ンで 再 び コ レラが 流 行 した 。 今 回 は これ まで と比 べ て激 しい

もの で 、 シ ュ ピ ッツ ヴ ェ ー クは 友 人 の シ ュ ライ ヒを 失 った 。 彼 は また もや チ ロル に 逃 れ 、 一年

間 は ミ ュンヘ ンに 帰 らな か った 。1875年 に は ミュ ンヘ ン中 央 絵 画 委 員 会 の 常 任 委 員 に 選 ぼ れ 、

健 康 上 の 理 由で そ の 職 を 退 くこ とに な る1881年 まで 勤 め た 。 シ ュ ピ ッツ ヴ ェ ー クの 絵 の 販 売 実

績 の ピー クは1880年 で 、 この 年 に 彼 は37枚 の 絵 を 売 って い る。

1884年 に 彼 が 非 常 に 愛 して い た 弟 の エ ドゥアル トが 死 亡 した 。 シ ュ ピ ッツ ヴ ェ ー クは 重 要 な

家 族 の絆 を 断 た れ て 、 そ の後 は 孤 独 を感 じる よ うに な っ た 。 カ ー ル ・シ ュ ピ ッ ツ ヴ ェー クは

1885年 に ミュ ンヘ ンの 自宅 で 卒 中 の 発 作 の た め に 死 ん だ 。

1908年 に彼 の 生 誕100年 を 記 念 した 展 覧 会 が ミュ ンヘ ン と フ ラ ン ク フル トで 開 か れ 、 彼 の 絵

は 再 び 注 目を 集 め た 。 そ の 後 ナチ ス と ヒ ッ トラ ーの お 気 に 入 りの 画 家 とな り、 戦 後 は そ の反 動

を 受 け た 。 しか し1967年 に 展 覧 会 が 開 催 され た の を 契 機 に 再 び ドイ ツの 国 民 的 画 家 とな った 。

3シ ュピッツ ヴ ェークの作品

シ ュ ピ ッ ツ ヴ ェ ー クの主 な 作 品 は ホ ー ム ペ ー ジ上 で見 る こ とが で き る[13]。彼 は1824年(16

歳)に 絵 を描 き始 め て か ら、 生 涯 に1500点 以 上 の絵 画 とス ケ ッチ を 残 して い る。 生 前 に 約500

枚 の絵 を販 売 した 。 そ の ほ と ん どは50×30cm程 度 の 小 さ な作 品 で あ る。 これ は 彼 の絵 の 多

くが 一 般 市 民 に よ って 購 入 され 、 彼 らの 部 屋 の 壁 を 飾 るた め に は 小 さな サ イ ズで あ る必 要 が あ

った の で あ る。

ビー ダ ー マイ ヤ ー時 代 の ドイ ツに お け る美 術 界 の 風 潮 を マ ックス ・フ ォン ・ベ ー ムは そ の 著
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書 『ビーダーマイヤー時代』[3]で次のように書いている6)。ドイツでは18世 紀までの美術は宮

廷や少数の愛好家と学者のためのものであった。19世 紀になってそれが一般大衆のものとなる

に際 しては、美術館、展覧会、美術協会、美術雑誌が重要な役割を果た した。それまでは一般

の人たちが安価に美術作品を見ることのできる場所はなかった し、一般大衆が興味を持つよう

な美術展は開催されていなかった。美術協会は芸術家と公衆の交流の場を提供するもので、既

に19世 紀初頭に ロン ドンで創設されていた。 ドイツでは1823年 に ミュンヘンで設立されたのが

最初である。この協会によって美術展が常設的に開催されるようにな り、美術家たちに作品の

発表と販売の機会を与えた。一方、新聞では政治欄が大幅に制限されていたので、その分だけ

各紙は美術欄に力を入れ、やがて1820年 にショルンの編集する美術専門雑誌r美 術誌』が創刊

された。このような新聞記事と美術雑誌は一般大衆が美術に関心を持つのに大きな影響を与え、

美術は人々の教養の一つとなっていった。シュピッツヴェークを支えた人たちはこうした一般

市民であった。

シュピッツヴェークの絵のスタイルはビーダーマイヤーと言われているが、晩年は印象派に

近いような風景画も描いている。 しか し彼の作品で人々に好まれているのはビーダーマイヤー

調のものであろう。彼は ドイツの小さな町によく見られる狭い横丁、植木鉢の花で飾られてい

る出窓、小さな塔、石畳、泉や彫刻のある景色を好んで描いた。こうした風景は彼の絵の中で

繰 り返 し現れている。この舞台でビーダーマイヤー的な小市民、変人、ロマンチ ックな恋人た

ちが物語を繰 り広げるのである。

彼の絵で最 もよく知られ、最もよく好 まれているのが 「貧 しい詩人」(1839年)で ある。ガ

ランとした屋根裏部屋。小さな明りとりの窓を通 して隣家の屋根に雪が積もっているのが見え

る。古びたガウンを纏った詩人はナイ トキャップをかぶ り、寒さから身を守るために毛布に包

まってベ ットに横たわっている。部屋を暖める薪ももうな くなったのだろ う。ス トーブには彼

の詩集の原稿らしい紙束が押 し込まれている。天井からの雨漏 りを防 ぐために詩人の頭上に吊

り下げられている破れて壊れたコーモリ傘が可笑 しい。詩人はペンを口に くわえ、ベ ットの横

に本を積み上げて詩作に余念がない。左手には原稿を、右手は指を折って韻を数えているよう

に見える。最近この動作は指先で蚤を潰 しているところだと判明したそ うである[9]。この絵に

は貧 しさやそれに伴 う悲惨さは感 じられない。む しろ外部の世界を超越 して詩作に没頭 してい

る詩人の姿に思わず微笑んで しまう。このペーソスとユーモアが混 じりあっているのがシュピ

ッツヴェークの世界で、彼が ドイツの大衆から愛されている由縁である。

「とられたラブレター」(1860年 頃)で は向かいの家の階上に住んでいる学生が窓か ら身を

乗 り出している。彼の右手は紐を握ってお り、下に垂れたその紐の先には手紙が結び付けられ

ている。階下の娘に思いのたけを記 したラブレターを届けようとしているらしい。娘は針仕事

に夢中で手紙には気付かない。彼女の傍に祖母らしい女性が立っている。服装と胸に掛けられ
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た大きな十字架からは敬慶で道徳堅固な様子が感 じられる。外を眺めていた彼女は突然の空か

らの訪問者に気付き、驚きの表情を示 している。隣家の塀の上には二羽の小鳥がとまっていて、

この様子を見て微笑んでいるようである。

街中の井戸へ水を汲みに来た娘に突然現れた男が近所の人たちが眺めている中で花束を差 し

出している 「永遠の求婚者」(1858年 頃)、 「セ レナーデ」では少 し腹の出た中年の四人組の男

が街角で歌っているが遥かに高いところの部屋の女性まで届いたのだろうか、同 じタイ トルの

別の絵では石の台の上に立った男が二階の窓に向かってギターを爪弾いているが女性の姿は見

えない。公園のベンチに腰掛けて亡妻の思い出に耽っていた 「男やもめ」(1845年)は 通 り過

ぎる若い娘たちを思わず眺めて しま う。逆に狭い通 りいっぱいに店を広げている 「古本屋」

(1880年頃)は 通 りすが りの女性には 目もくれずに店先で古書を読むのに没頭 している。全て

がのどかで、ちょっぴ り佗 しく、なんとな く可笑 しい。

一方、シュピッツヴェークは権力や権威を持つもの、特に聖職者、学者、軍人、警官などを

覚めた 目で眺め、鋭い風刺画を残 している。「本の虫」(1850年 頃)に は少 しだらしない服装を

した下腹の出た学者が登場する。衣装のデザインから、宮廷で高い身分にある人らしい。古書

のぎっしり詰まった大きな図書館の一隅。彼は高いは しご台の上に登って、形而上学とい うプ

レー トのある書架の最上段から抜き出した本を開き、左手に持って読んでいる。両膝の間に一

冊、左の脇の下に一冊の本を挟み、右手にも既に開かれた本をもう一冊支えている。彼は極度

の近視のようで、左手の本を顔のす ぐ前まで持ってきている。彼のポケットからは無造作に突

っ込まれたハンケチがズボンの後ろの方に尻尾のように垂れ下がっている。彼は必死で本を凝

視 していて、まわ りの世界の出来事には自分の格好を含めて一切興味がないように見える。こ

の他にも、丸い目をむいて 「編物をす る僧侶」、鉄砲を担いだまま石の台に腰掛けて 「眠って

いる夜番」(1875年 頃)、 雀が巣を作っている大砲の傍で 「編物をする歩哨」(1860年 頃)、 広場

を隔てて大声で 「論争を している僧侶」(1870年 頃)な どがある。 このような絵を神林恒道は

「聖なるもの、知的なものを 日常の卑俗な次元にまで引きず りおろ して嘲笑 している」と述べ

ている[9]。シュピッツヴェークの鋭い目は彼 らのち ょっとした奇妙な行動を捉えて、ユーモア

を醸 し出しているのである。こうした風刺画もスピーツヴェーグが民衆に愛されている一つの

理由である。

シュピッツヴェークはフランスの風刺画家 ドーミエ(Honor6Daumierl808-1879)と 比較

されることが多い。た しかに二人は生まれた年が同じであ り、国は異なっているがほぼ同時代

を生きて市井の人々を描いた風俗画家であった。しか し二人の作品には大きな相異がある。ドー

ミエの風刺はボー ドレールが 「ふざけているかと思えば、血なまぐさくもある」と評 したよう

に、社会の矛盾を鋭 く指摘 し、そのユーモアは政治や社会に対する痛烈な攻撃 となっている[14]。

これに対 してシュピッツヴェークは社会を風刺 してはいるが、何かに抗議 した り、何かを主張
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しよ うとは して い な い 。 冷 徹 な 目で 社 会 や 人 物 を 詳 細 に 観 察 し、 通 常 は 見 過 ご して しま うよ う

な 些 細 な こ とを 指 摘 す る こ とに よ り問 題 の 本 質 に 迫 って い る。

1860年 頃 か らは 田園 画 や 風 景 画 が 多 くな る。 一 つ に は 友 人 の 風 景 画 家 シ ュ ライ ヒの 影 響 に よ

る も の で あ ろ う。 ま た 彼 は1849年 の プ ラ ハ 旅 行 で 英 国 の 風 景 画 家 コ ン ス タ ブ ル(John

Constable)の 作 品 を 研 究 して い る 。1851年 の パ リへ の 旅 行 で は ドラ ク ロ ア と・ミル ビ ゾ ン派 に

興 味 を 持 った 。 この 旅 行 は 彼 の そ の 後 の 絵 で 色 彩 の 構 成 に 変 化 を もた ら した 。 神 林 恒 道 は バ ル

ビ ゾン派 の 影 響 が 大 きい こ とを 指 摘 し、 パ リ旅 行 以 前 に は シ ュ ピ ッツ ヴ ェ ー クに と って 風 景 は

単 な る舞 台 の 背 景 で しか な か った と述 べ て い る[8]。

だ が シ ュ ピ ッツ ヴ ェ ー クの 場 合 に は 風 景 画 とい って もだ た 自然 の 景 色 だ け を 描 い て い る もの

は 少 な い 。 風 景 の 中 に は 必 ず 人 物 が 存 在 し、 自然 と人 間 が 一 体 とな って ドラ マを 演 じて い るの

で あ る。 森 の 中 の 険 しい 道 を歩 い て い る 「山羊 を連 れ た少 女 」、 少 女 が 立 って い る 「森 の 泉 」

(1870年 頃)、 二 人 の 女 性 が 岩 の 上 に 座 って 景 色 を 眺 め て い る 「アル プス の 牧 場 で 」(1880年 頃)、

渓 流 で 糸 を垂 れ て い る 「つ り師 」(1875年)な ど。 そ う した 意 味 で街 中 で の 生 活 を描 い た絵 と

同様 に 考 え て も よい で あ ろ う。 しか し細 か い タ ッチ で 細 密 画 の よ うで あ った 若 い 頃 の 絵 と比 べ

る と、 風 景 画 で は フ ラ ン スの 画 家 た ちの 影 響 な の か の び の び と した 筆 使 い で 色 彩 に も変 化 が 見

られ る。 そ の よ うな 風 景 画 を 描 くこ とに よ り、 シ ュ ピ ッツ ヴ ェ ー クは 単 な る風 俗 画 家 の 枠 を 超

え た と もい え る。

シ ュ ピ ッツ ヴ ェ ー クは1832年 の イ タ リア旅 行 以 来 、 頻 繁 に ヨ ー ロ ッパ 各 地 を 旅 行 して い る。

イ タ リアに は 特 に 興 味 を 持 って 何 度 も訪 れ て い る。 こ う した 旅 行 の 成 果 が 「イ タ リア人 の 街 頭

歌 手 」(1855年 頃)、 「カ ー ニバ ル 」、 「あ くび を す る トル コ人 」、 「ユ ダヤ 教 会 に て」 な どの 異 国

情 緒 の あふ れ る絵 とな っ て残 され て い る。 彼 は ま た鋭 い人 間 観 察 者 で あ っ た。 「貧 しい詩 人 」

や 「本 の 虫 」 の よ うに 奇 人 た ちの 一 風 変 わ った 行 動 を 覚 め た 目で 眺 め て い る。 な に や ら怪 しげ

な 実 験 装 置 を覗 き込 ん で い る 「錬 金 術 師 」(1846/48年 頃)、 や っ と咲 い た 一 輪 の花 に話 し掛 け

ん ば か りの 「サ ボ テ ン愛 好 者 」(1856年 頃)な どで あ る。 彼 は際 立 った 色 彩 感 覚 を 持 って い た

と言 わ れ て い る。 薬 剤 師 と して の 修 業 の過 程 で 絵 の 具 な どの 薬 品 を 調 整 す る際 の 化 学 的 ・工 学

的 な 手 法 を 十 分 に 経 験 して い た か らで あ ろ う。 シ ュ ピ ッツ ヴ ェ ー クは また 多 くの 詩 を 作 って い

る。 彼 の 詩 は 絵 と 同様 に の ん び りと した ビ ー ダ ー マイ ヤ ー調 の もの が 多 い が 平 凡 で あ り、詩 人

シ ュ ピ ッツ ヴ ェ ー クは 画 家 ほ どに は 評 価 され て い な い 。

4シ ュピッツヴ ェークの世界

「ハーゲシュトルツ」というドイツ語がある。r年 配の独身男」 とい う意味だ。 もともとは

「垣根に囲まれた小さな土地の所有者」を意味 しているらしい。池内紀は 「屋根裏のひとり者」
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とい うシュピッツヴェークについてのエ ッセイをこの言葉で始めている[ll]。「貧 しい詩人」の

主人公がまさにこれに相当 しているのだが、シュピッツヴェーグ自身にも当てはまるとしてい

る。実際にシュピッツヴェーグはこのタイ トルの絵を描いている。

「貧 しい詩人」があまりにも有名であるので、私たちはともすれば シュピッツヴェーク自身

の姿をこの絵の主人公にダブらせて しまいがちである。だが彼がこの絵の構想を初めて得たの

は1837年 、そ して完成 した絵を ミュンヘン美術協会に出品 したのは1839年 であ り、このとき彼

は31歳 であった。実際にはこの絵のモデルは ミュンヘンで貧乏生活をお くった詩人エテンフー

バー(Etenhuber1720-1782)だ と言われている。た しかにシュピッツヴェークは結婚せず、

生涯を独身で過ごした し、内気であったらしい。彼の絵には若い娘に恋焦がれている中年男、

女性に想いを打ち明けられずにいる内気な男、一人で寂 しく暮らす男や郵便を待ちわびている

老人などがよく登場する。 しか し騙されてはいけない。シュピッツヴェークは決 して世間知ら

ずで、部屋の中に閉 じこもって絵と詩作に耽っていた孤独で貧 しい独身者ではなかった。

シュピッツヴェークは商家で生まれ育ち、彼の父と兄弟は商人であった。父の遺産を受け継

ぎ、義父と共同で金融業を経営 しているし、独自の絵画販売システムを開発 している。また彼

は宮廷薬局で見習いとして修業 し、 ミュンヘン大学を優秀な成績で卒業 した。見習い期間を終

了 した後に助手として残ったことは薬剤師としても優れていたことを意味 してるし、学者とな

っても成功 していただろう。彼は商人の世界を知っていた し、薬剤師、大学での生活、宮仕え

も経験 していた。そんな彼が薬剤師としての将来を捨て、画家になったのには子供時代の父親

の影響があると思われる。

父ジーモンは ミュンヘンの名士であ り社会的な成功者であったが、子供たちには厳格であ り、

その将来を自分の計画に従わせようとしていた。シュピッツヴェークは父が死んで遺産分配が

終わって経済的な地盤が確立 したとき、父の栓楷を離れて自分自身の意思で生きようと決心 し

たようである。薬剤師として輝か しい将来が期待されていたとしても、 しょせんは父の選んだ

路線である。画家となってからは父とは反対に政治や社交とは関係のない生活をお くるように

した。偉大で名士であった父に対する一種の反抗であったとも考えられる。

といっても孤独な暮らしを していたわけではない。弟のエ ドゥアル トは常によき理解者であ

り、支持者であった。また画家仲間の多 くの友人に取 り囲まれていた。特にシュライヒとシュ

ヴィン トとは親 しかったようである。彼は部屋に じっと閉 じこもっているタイプではなかった

ようで、老年になるまでは毎年のようにヨーロッパ中を旅行 し歩いていてスケッチや習作を残

している。こうした旅行には弟や友人たちが同行することもあった。この時代は交通の便がよ

くな り市民の間で観光旅行が盛んになったとはいえ、当時の旅7)の 困難さを考えれば多 くの資

金と、体力、時間を必要 としていた。若い頃には恋人 もいたらしい[2]。「元薬剤師にして画家

詩人シュピッツヴェークが自ら書き挿絵を付けたお気に入 り料理」とい うレシピ集も残されて
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い る[1]。 こ うした こ とか ら考 え る と シ ュ ピ ッツ ヴ ェ ー クは彼 の絵 の 登場 人物 とは 異 な って 人 生

を 楽 しん で い た よ うで あ る。

シ ュ ピ ッツ ヴ ェ ー クの 風 景 画 に は 森 の 情 景 を 描 い た もの が 多 くあ る。 彼 の森 の 絵 は アル ト ド

ル フ ァー(AlbrechtAltdorfer1480-1538)の 幻想 的 、神 秘 的 な森 を 思 い 出 させ る。 これ に つ

い て マ ル セ ル ・ブ リ ヨ ンは 『幻 想 芸 術 』[15]で 「ゲル マ ン的 な魂 が た えず 夢 み つ つ あ る あ こが

れ の森 」 で 、 そ こで は 「人 間 は 自然 と一 体 に な る」 と述 べ て い る8も ま た ケネ ス ・ク ラ ー クは

彼 の 『風 景 画 論 』[16]の 中 で 森 を描 い た ドイ ツ的 な 風 景 画 家 と して グ リュー ネ ヴ ァル ドとア ル

ト ドル フ ァー の 名 を 挙 げ て い る。 ア ル ト ドル フ ァー は 「ドイ ツ精 神 の代 表 者 で あ った 」。 な ぜ

な ら彼 の 目は 「北 方 の 森 の 奥 まで 深 く入 りこん で い な が ら、 これ らの もの を あ る 《心 地 よ さ》

(ゲ ミュ ー トリヒ カイ ト)を も って 見 つ め て い るか らで あ る」9)と して い る。

一 方
、 神 林 恒 道 は シ ュ ピ ッツ ヴ ェ ー クの 風 景 画 は 「森 の イ メ ー ジが ドイ ツ人 の 心 に 喚 起 す る、

あ る神 秘 性 の 表 現 」 とい うよ りは 「バ ル ビ ゾ ン派 の影 響 が 強 い 」 と述 べ て い る[8]。 しか し フ ラ

ン ス の 画 家 た ち は森 を あ く まで 自然 す な わ ち対 象 と して見 て い る の に 対 して、 シ ュ ピ ッ ツ ヴ

ェ ー クの 森 は 神 秘 的 で は あ るが 人 々を 優 し く包 ん で くれ 、 自然 と人 間 が 一 体 とな って い る。 彼

は アル ト ドル フ ァー、 グ リュ ーネ ヴ ァル ト、 ク ラ ナ ッハ を 経 て ドイ ツ ロマ ン派 に つ な が って い

る伝 統 の 上 に 立 って い る とい え る。

シ ュ ピ ッツ ヴ ェ ー クは ビ ー ダ ー マイ ヤ ーの 画 家 とい わ れ て い る。 しか しビ ー ダ ー マイ ヤ ー時

代 の 終 わ りを1848年 とす る と、 彼 の 絵 の 多 くは これ 以 後 に 描 か れ て い る。 これ は シ ュ ピ ッツ ヴ

ェ ー クが 古 き よ き時 代 を 懐 か しん で い た 訳 で は な い 。 彼 は 自分 が 描 きた か った もの 、 自分 の 世

界 を 絵 に した だ け で あ る。 彼 は 政 治 や 社 会 に 関 心 は な か った 。 自分 の 周 囲 で 現 実 の 世 界 が ど う

変 化 して い る か に は 無 頓 着 で あ った。1848年 の3月 革 命 以 後 、 フ ラ ン ク フル ト国民 議 会 の 召 集 、

や が て プ ロシ ャが 台 頭 して1866年 に 普 懊 戦 争 が 、1870年 に 普 仏 戦 争 が 勃 発 、1871年 に は ドイ ツ

帝 国 が 誕 生 して 彼 の 故 国 バ イ エ ル ン王 国 は そ の 一 領 邦 とな った 。 この よ うな 激 動 の 時 代 に もか

か わ らず 、 シ ュ ピ ッツ ヴ ェ ー クは 全 くな に ご と もな か った か の よ うに ビ ー ダ ー マイ ヤ ーの 時 代

を 生 き、 そ の 世 界 を 描 き続 け て い った 。 変 化 した の は 外 の 世 界 で あ り、 シ ュ ピ ッツ ヴ ェ ー クの

世 界 は 変 わ って い な い 。 晩 年 は 大 衆 に 認 め られ 、 勲 章 を 貰 った り した が 彼 の 生 活 が 変 わ った り

す る こ とは な か った 。 そ の 意 味 で 彼 は ま さに ビー ダ ー マイ ヤ ーの 画 家 で あ った 。

神 林 恒 道 は シ ュ ピ ッツ ヴ ェ ー クの 絵 を 「ドイ ツ風 川 柳 の 世 界 」 とい う非 常 に 巧 み な 表 現 で 言

い 表 して い る[8・9]。シ ュ ピ ッ ツ ヴ ェ ー クは 冷 静 に人 間 を 眺 め 、 そ の 弱 さ、 可 笑 しさ、 悲 しみ を

ビー ダ ー マイ ヤ ー調 の 世 界 の 中 に 描 き 出す 。 彼 は 卓 越 した 人 間 観 察 者 で あ る と言 え る。 これ は

彼 が 若 い 頃 に 自然 科 学 者 と して の 訓 練 を 受 け た こ と と関 係 が あ るだ ろ う。 先 入 観 を 排 して 虚 心

坦 懐 に 対 象 物 を 見 る観 察 力 とそ の 結 果 を 的 確 に 描 け る表 現 力 が 結 び つ い て 、 ス ピ ツ ヴ ェ ー グの

絵 に は 特 別 の ユ ー モ アが 生 まれ て い る。 彼 の 絵 は また 「俳 画 の 世 界 」 で あ る と も言 え る。 俳 画
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では絵と俳句のコンビネーションが絶妙の効果を作 り上げる。シュピッツヴェークの絵で俳句

に相当するのは絵の題名である。タイ トルを読みながら絵を眺めることによってユーモアは一

段と高められる。考えて見ればシュピッツヴェークは詩人でもあ り、自らを 「画家詩人」と呼

んでいた。彼の絵の題名が絵と密接に結びついているのは当然であろ う。

シュピッツヴェークの絵を初めて見たときにその空間感覚に驚いた。画面は横に広がってゆ

くのではな くて、まるで両端が切 り取られたようである。 したがって上下が引き伸ぽされた感

じだ。よく眺めている間に気が付いた。これは演劇の舞台ではないのかと。オペラや劇場の舞

台では左右の広が りは俳優が動き回れるスペースがあれば十分で、それ以上は必要ない。スピ

ツヴェーグの絵では人物は中世風の街や森林を舞台に ドラマを演 じているように見える。建物、

石段、木の配置なども舞台の大道具や背景のように感 じられる。彼は若い頃に短期間ではある

が素人劇団に入っていた し、イタリア旅行では弟にオペラや演劇の舞台のスケッチを送ってい

る。演劇は彼の生涯を通 じての趣味であった。シュピッツヴェークは彼の絵でも人生の ドラマ

を描こうとしていたのだろうか。ここでは彼自身が ドラマを演 じることはない。彼はあ くまで

観客あるいは観客席に座っている演出家であって、俳優ではない。彼の絵には一貫 して悪人は

登場 しない。だとすれば彼にとって人生は喜劇であったのだろうか。

5お わ りに

シ ュ ピ ッツ ヴ ェ ー クは ビ ー ダ ー マイ ヤ ーの 画 家 で あ る とい わ れ て い る。 彼 の 描 く世 界 は ドイ

ツの 人 々に と って は 古 き よ き時 代 で あ り、 そ の 絵 の 魅 力 は 人 々を 「気 持 ちの よい 」 気 分 に し、

ほ の か な ユ ー モ ア とペ ー ソ スを 感 じさせ 、 聖 職 者 や 学 者 た ちを 槍 玉 に あ げ て 風 刺 して い る と こ

ろに あ る。 シ ュ ピ ッツ ヴ ェ ー クは 醒 め た 眼 を 持 った 優 れ た 人 間 観 察 者 で あ り、森 林 や 中 世 風 の

町 並 み を 舞 台 に 繰 り広 げ られ る ドラ マを 通 して 人 間 の 弱 さや 悲 しさを ユ ーモ アを 交 え て 表 現 す

る。 彼 自身 は 常 に 観 客 席 に 座 って い て 、 決 して 舞 台 に 上 が る こ とは な い 。 シ ュ ピ ッツ ヴ ェ ー ク

は ビー ダ ー マイ ヤ ー時 代 を 生 き、 そ の 小 市 民 的 な 生 活 を ゆ うゆ うと楽 しみ 、 そ して そ の 世 界 を

絵 に 残 した 。 彼 こそ ま さに ビ ー ダ ー マイ ヤ ーの 画 家 と呼 ば れ るの に 相 応 しい 。

シ ュ ピ ッツ ヴ ェ ー クは 薬 剤 師 とい う職 業 を 捨 て て 画 家 に な った 。 同 じよ うに 薬 剤 師 か ら転 向

した も う一 人 の 画 家 が 思 い 出 され る。 チ ョン トヴ ァー リ(Csontvary)の 名 で 知 られ て い るハ

ン ガ リー人 の 画 家 テ ィヴ ァダ ール ・コ ス ツ カ(TivadarCosztkal853-1919)で あ る[17]。彼 は

「神 の 声 」 を 聞 い て40歳 に な って か ら画 家 に な る こ とを 決 心 した 。 薬 剤 師 とい う経 歴 以 外 に も

この 二 人 に は 共 通 点 が 多 い 。 二 人 と も正 規 の 美 術 教 育 を 受 け な い で 独 自の 画 風 を 確 立 して い る。

そ れ ぞ れ の 国 内で は 最 も愛 され て い る画 家 で あ るが 、 外 国 で は ほ とん ど知 られ て い な い 。 シ ュ

ピ ッツ ヴ ェ ー クの 「貧 しい 詩 人 」 に 相 当 す るの が 、 チ ョ ン トヴ ァー リの 「孤 独 な シ ダの 木 」 で
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あ り、 この 絵 を 知 らな い ハ ン ガ リー人 は い な い と言 って い い ほ どで あ る。 二 人 は また ヨ ー ロ ッ

パ を 頻 繁 に 旅 行 して い る。 さ らに チ ョン トヴ ァー リは 絵 の 修 行 の た め に 一 時 期 ミュ ンヘ ンに 滞

在 して い た こ とが あ る。 この と きに は シ ュ ピ ッツ ヴ ェ ー クは も う既 に 死 亡 して い た 。 しか し二

人 に 共 通 す るの は こ こ まで で あ る。

二 人 の 作 品 に は 大 きな 相違 が あ る。 チ ョン トヴ ァー リに は 大 作 が 多 く、 例 え ば 「タ オル ミナ

の ギ リシ ャ神 殿 の廃 嘘 」 は302cm×570cmで あ る。 これ に対 して シ ュ ピ ッ ツ ヴ ェ ー クの絵 の

ほ とん どは 小 さ く、 大 き な絵 「ロ ーゼ ン タ ール の 郵 便 配 達 人 」(1858年 頃)で も そ の サ イ ズ

73.5cm×46.5cmで チ ョン トヴ ァー リの作 品 に 比 べ る とそ の差 は歴 然 と して い る。 な に よ り

もチ ョ ン トヴ ァー リの 絵 に は シ ュ ピ ッツ ヴ ェ ー クの よ うな 風 刺 や ユ ー モ ア、 心 温 ま る 日常 性 は

な い 。 風 景 画 に お い て も人 物 画 に お い て もチ ョン トヴ ァー リは 常 に シ リアス で あ り、 彼 の 絵 に

は メ ラ ン コ リ ックな 気 分 が 漂 って い る。 経 歴 が よ く似 た 二 人 の 作 品 に この よ うな 大 きな 差 が 見

られ るの は 、 シ ュ ピ ッツ ヴ ェ ー クが ドイ ツ南 部 の バ イ エ ル ン地 方 で 生 まれ 育 った の に 対 して 、

チ ョン トヴ ァー リの 方 は 悲 観 的 で メ ラ ン コ リ ックな とい わ れ るハ ン ガ リー人 で あ る こ との 国 民

性 が 影 響 して い る よ うに 思 わ れ て な らな い 。
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